問題番号：E-53
【質問】：・気胸では発症まで15分の間隔に説明がつかないと思います。

　　　・カテ挿入時の気胸もありだと思うんですが、病歴には「何度か」と書いてありますし、ちゃんと逆血を確かめていること、15分とタイムラグがあることから、この場合肺塞栓がいいと個人的に思います。
問題：68歳の男性。中心静脈栄養管理のため右鎖骨下静脈からカテーテルを挿入した。静脈穿刺が困難で何度か穿刺を行い、最終的にガイドワイヤー及びカテーテル挿入を完了し、血液の逆流も確かめてカテーテルを留置固定した。15分後に呼吸困難を訴え頻呼吸となった。

　最も考えられるのはどれか。

　a　気胸

  b　縦隔気腫

  c　胸管損傷

  d　肺塞栓症

  e　横隔神経損傷
【疾患名】：気胸
【解答】：a
【解説】

中心静脈カテーテル留置の合併症として考えるのは気胸や胸管損傷による乳び胸があげられる。胸管損傷、縦隔気腫、横隔神経損傷は解剖学的位置から否定できる。

　　肺塞栓症に関しては血液の逆流を確かめていると記述されているので血管内に血栓ができていないことを確認しているものと考えられるので肺塞栓は除外できる。また、15分というタイムラグであるが、肺に穴が開いて空気がすぐにもれでていくとは考えにくく、むしろ時間をかけて抜けていく方が自然であると思われる。また、肺塞栓を疑う場合鎖骨下静脈から肺までの距離は一的に近いことから症状の発症はすぐに現れると考えられる。
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